
 

 

機

械 

 

 

ルーブリック 

学習成果 
評価尺度4 評価尺度３ 評価尺度２ 評価尺度１ 評価尺度0 

期待している以上 十分に満足できる 満足できる ほぼ満足できる 努力を要する 

１．一変数の微

分方程式の解

が判定できる。 

与えられた関数が微分

方程式の解であるかど

うか判定できるだけでな

く、すべての解の存在

について言及できる。 

与えられた関数が微分

方程式の解であるかど

うか判定でき、更に他の

解の存在を類推できる。 

与えられた関数が微分

方程式の解であるかど

うか判定でき、その理由

を説明することができ

る。 

与えられた関数が微分

方程式の解であるかど

うか判定できる。 

与えられた関数が微分

方程式の解であるかど

うか判定できない。 

2．変数分離形

の微分方程式

を解くことがで

きる。 

関数の置き換えを工夫

して与えられた微分方

程式を変数分離形に

し、それを解くことがで

きる。 

関数を置き換えることに

よって与えられた微分

方程式を変数分離形に

し、それを解くことがで

きる。 

与えられた微分方程式

を変数分離形に導くこと

ができ、それを解くこと

ができる。 

変数分離形の微分方程

式を解くことができる。 

変数分離形の微分方程

式を解くことができな

い。 

3．1 階線形微

分方程式を解

くことができ

る。 

1 階線形微分方程式の

解法について説明でき

る。 

1 階線形微分方程式の

解の公式を、積分因子

を用いて導出できる。 

1階線形微分方程式を、

積分因子を用いて解く

ことができる。 

1 階線形微分方程式を

解くことができる。 

1 階線形微分方程式を

解くことができない。 

4．2 階定係
数線形微分
方程式が解
ける。 

オイラー型線形非同
次微分方程式を変数
変換して定係数微分
方程式に置き換え、
一般解を求めること
ができる。 

2 階定係数線形非同
次微分方程式の一般
解を定数変化法か、
または演算子法で求
めることができる。 

2 階定係数線形非同
次微分方程式の一般
解を求めることがで
きる。 

2 階定係数線形微分
方程式の同次式の一
般解を求め、非同次
式の特殊解を求める
ことができる。 

2 階定係数線形微分
方程式を解くことが
できない。 

      

      

 

シラバス基本情報 
０ ナンバリングコード M-BAS301 

１ 
科目名 
英語科目名 

応用数学Ⅱ 
 Applied Mathematics Ⅱ 

２ 
必修/選択 単位 開講時期 
担当者 

（選択 2単位） ２年前期  
岩淵 弘* 

３ 授業テーマ・内容 

一変数関数の微分方程式の基本的な解法について解説する。微分方程式論は自然科学や社
会科学、工学において様々な現象を定量的に解析する為に不可欠な理論である。微分積分学
を一通り履修した学生が更に進んで解析的手法を理解し各専攻分野において応用する力を得
られるようにする。 

４ 学習成果 

1． 一変数の微分方程式の基礎を理解し、関数が微分方程式の解であるかどうか判定するこ
とができる。 

2． 変数分離形の微分方程式を解くことができる。 
3． 1階線形微分方程式を、積分因子を用いて解くことができる。 
4． 2階定係数線形微分方程式の解の構造を理解し、その一般解を示すことができる。 



 

 

機

械 

 

 

ルーブリック 

学習成果 
評価尺度4 評価尺度３ 評価尺度２ 評価尺度１ 評価尺度0 

期待している以上 十分に満足できる 満足できる ほぼ満足できる 努力を要する 

１．各種振動
現象の内容
を説明できる 

各種振動現象を有効活

用する応用事例を立案

し、その動作原理を説

明できる 

各種振動事例が引き起

こす悪影響を防御・低減

するための方策やその

動作原理等を説明でき

る 

各種振動事例に対し、

振動の発生原理、特

徴、などを説明できる 

振動事例に対し、振動

種類の類別用語を用い

て表現できる 

振動種類の類別用語

（自由度、減衰、強制、

等）を説明できない 

２．調和振動
を説明できる 

与えられた周期関数

を、フーリエ級数に展開

できる 

 

調和振動の各種定数の

意味を、等速円運動し

ている物体の位置を用

いて説明できる 

調和振動（位置）、およ

びその速度、加速度の

グラフを描くことができ

る 

与えられた調和振動に

対し、各種定数を正しく

求めることができる 

与えられた調和振動に

対し、各種定数（振幅、

周期、角周波数、初期

位相角など）を正しく求

めることができない 

３．自由物体
線図を描け
る 

さまざまな種類の力に

ついて、内容、大きさ、

方向を説明できる（重

力、張力、垂直抗力、摩

擦力、抵抗力、浮力、弾

性力、静電気力、磁気

力等） 

バネに吊り下げられた

物体に働く力として、重

力を無視してよい場合

の条件を説明できる 

物体に働く全ての力を、

自由物体線図に方向と

大きさとも正しく描ける 

自由物体線図に描くべ

き項目を説明できる 

自由物体線図に描くべ

きく項目を説明できない 

４．１自由度
の減衰のな
い自由振動
に対し、運動
方程式を導
き、系の運動
を説明できる 

ふりこ、U字菅、ねじり振

動など様々な対象物

で、運動方程式を導き、

解を求めることができる 

バネにつながった対象

物に対し、運動方程式

の解（変位）、速度、加

速度をグラフに描くこと

ができる 

バネにつながった対象

物に対し、導いた運動

方程式から、初期条件

を満足する解および各

種定数を求めることがで

きる 

バネにつながった対象

物に対し、働く力を自由

物体線図に正しく描くこ

とができ、運動方程式を

単位や次元を間違えず

に、正しく導くことができ

る。 

バネにつながった対象

物に対し、働く力を自由

物体線図に正しく描け

ない 

５．１自由度
の様々な振
動（減衰あ
り、強制力あ
り・なし）に対
し、運動方程
式を導くこと
ができる 

ラプラス変換、逆変換を

用いて、運動方程式の

解を求めることができる 

対象物が共振現象をお

こす条件やその時の挙

動を説明できる 

対象物に対し、運動方

程式を単位や次元を間

違えずに、正しく導くこ

とができる 

対象物に対し、働く力を

自由物体線図に正しく

描くことができる 

対象物に対し、働く力を

自由物体線図に正しく

描けない 

６ ．多自由
度、連続体
の様々な振
動に対し、運
動方程式を
導くことがで
きる 

多自由度や連続体のシ

ステムで、共振、振動モ

ード、振動抑制等につ

いての教科書記載内容

を説明できる 

複雑な系に対し、ラグラ

ンジュの方程式を用い

て運動方程式を導くこと

ができる 

対象物に対し、運動方

程式を単位や次元を間

違えずに、正しく記述で

きる。 

対象物に対し、働く力を

自由物体線図に正しく

描くことができる 

対象物に対し、働く力を

自由物体線図に正しく

描けない 

 

シラバス基本情報 
０ ナンバリングコード M-TEC４01 

１ 
科目名 
英語科目名 

機械振動工学 
Mechanical Vibrations 

２ 
必修/選択 単位 開講時期 
担当者 

（選択 2単位） ２年後期  
内藤雪夫* 

３ 授業テーマ・内容 

振動に関する知識は、設備の設計・開発や運転管理に必須であり、機械工学、航空工学、化
学工学や土木工学などの工学分野において重要な領域である。 
機械振動工学は機械や構造物の振動に関する学問で、機械装置の超大型化・超高速化ある

いはまた超小型化・超軽量化・超精密化が進む中で、重要性が増している。 
本授業では、機械の振動を解析・抑制・利用する基礎となる事項を学ぶ。 

４ 学習成果 

１． 各種振動現象の内容を説明できる。 
２． 調和振動を説明できる。 
３． 自由物体線図を描ける。 
４． １自由度の減衰のない自由振動に対し、運動方程式を導き、系の運動を説明できる。 
５． １自由度の様々な振動（減衰あり、強制力あり・なし）に対し、運動方程式を導くことができ

る。 
６． 多自由度、連続体の様々な振動に対し、運動方程式を導くことができる。 
 



 

 

機

械 

 

 

ルーブリック 

学習成果 
評価尺度4 評価尺度３ 評価尺度２ 評価尺度１ 評価尺度0 

期待している以上 十分に満足できる 満足できる ほぼ満足できる 努力を要する 

棒の引張にお

ける応力状態

を理解できる． 

棒の引張において，垂

直応力とせん断応力の

関係を理解している． 

棒の引張の際に発生す

るせん断応力の計算出

来る． 

段付き丸棒の引張にお

いて応力の計算が出来

る． 

棒の引張において(最

大)垂直応力を計算出来

る． 

応力の基礎的な生筒を

理解していない． 

はりの曲げ問

題を解くことが

出来る． 

部分的に一様分布荷重

のはりの曲げ応力を計

算出来る． 

一葉分布荷重のはりの

曲げ応力を計算出来

る． 

二点集中荷重のはりの

曲げ応力を計算出来

る． 

片持ちはりの曲げ応力

を計算出来る． 

反力およびモーメントの

計算ができない． 

材料力学の基

礎知識を習得

できる． 

立方晶の弾性定数など

の弾性力学の基礎を理

解している． 

弾性エネルギーについ

て理解している． 

棒の引張から様々な材

料定数を計算出来る． 

応力-ひずみ線図を理

解している． 

フックの法則を理解して

いない． 

      

      

      

 

シラバス基本情報 
０ ナンバリングコード M-TEC302 

１ 
科目名 
英語科目名 

材料力学Ⅱ 
Strength of Materials Ⅱ 

２ 
必修/選択 単位 開講時期 
担当者 

（必修 2単位） ２年前期  
森 英喜 

３ 授業テーマ・内容 

材料力学Ⅰで学習したように現実の材料は力を受けると弾性変形を生じ、さらに力を増すと塑
性変形や破壊を生じる。この点を定量的に評価できないと設計に対して安全を保証することが
出来ない。材料力学では部材を力に比例して変形する弾性体と仮定して物体内部の応力の分
布を求め、部材の強さを評価した。材料力学Ⅱでは、材料力学Ｉで学習した内容をより深く理解
し使えるようになることを目標とする。また、適宜、応用的な話題にも触れていく。 

４ 学習成果 

１．棒の引張における応力状態を理解できる． 
２．はりの曲げ問題を解くことが出来る． 
３．材料力学の基礎知識を習得できる． 



 

 

機

械 

 

 

ルーブリック 

学習成果 
評価尺度4 評価尺度３ 評価尺度２ 評価尺度１ 評価尺度0 

期待している以上 十分に満足できる 満足できる ほぼ満足できる 努力を要する 

応力テンソル

について理解

できる。 

フォンミーゼス応力をも

ちいて簡単な安全設計

の計算が出来る． 

フォンミーゼス応力につ

いて理解し，一般的な

応力テンソルから算出

できる． 

一般的な応力テンソル

から主応力を計算出来

る． 

主応力について理解し

ている． 

応力のテンソル表記が

出来ない 

仮想仕事の原

理を用いて応

力状態の計算

が出来る。 

仮想仕事の原理をもち

いて一般的なはりの曲

げ応力状態を計算出来

る． 

仮想仕事の原理をもち

いて複雑なはりの曲げ

の応力状態を計算出来

る． 

仮想仕事の原理をもち

いて簡単なはりの曲げ

の応力状態を計算出来

る． 

仮想仕事の原理をもち

いて棒の引張における

応力状態を計算出来る 

弾性エネルギーについ

て理解していない． 

弾性力学の基

礎知識を習得

できる。 

一般の材料の弾性定数

について理解してい

る． 

ヤング率，ポアソン比お

よび剛性率と弾性定数

の関係を計算出来る． 

ヤング率，ポアソン比お

よび剛性率と弾性定数

の関係を理解している． 

立方晶の弾性定数を理

解している． 

フックの法則を理解して

ない． 

      

      

      

 

シラバス基本情報 
０ ナンバリングコード M-TEC402 

１ 
科目名 
英語科目名 

材料力学Ⅲ 
Strength of Materials Ⅲ 

２ 
必修/選択 単位 開講時期 
担当者 

（選択 2単位） ２年後期  
森 英喜 

３ 授業テーマ・内容 

材料力学ⅠおよびⅡでは、簡単な公式を用いて引張り、曲げおよびねじりにおける材料内部
の応力状態を導出した。最近ではコンピュータの性能の著しい向上により、ものづくりの現場に
おいても CAE 技術の導入が盛んに行われている。このような現状を鑑み、本講義では材料力
学の本来の基礎および現在の応力解析手法の基礎となる弾性力学の初歩を学ぶ。特に応力
およびひずみのテンソル表記と行列表記、ひずみエネルギーと仮想仕事の原理およびリッツ
法などについて学び弾性力学の基礎を固める。 

４ 学習成果 

１．応力テンソルについて理解できる。 
２．仮想仕事の原理を用いて応力状態の計算が出来る。 
３．弾性力学の基礎知識を習得できる。 



 

 

機

械 

 

 

ルーブリック 

学習成果 
評価尺度4 評価尺度３ 評価尺度２ 評価尺度１ 評価尺度0 

期待している以上 十分に満足できる 満足できる ほぼ満足できる 努力を要する 

流れの運動

量の法則お

よび角運動

量保存の法

則について

理解し、諸問

題に適用す

ることができ

る。 

流れの運動量の法

則および角運動量保

存の法則を正しい表

現で説明することが

でき、応用問題に対

しても適用することが

できる。 

流れの運動量の法

則および角運動量保

存の法則を正しい表

現で説明することが

でき、基本問題に対

して適用することが

できる。 

流れの運動量の法

則および角運動量保

存の法則を正しい表

現で説明することが

できる。 

流れの運動量の法

則および角運動量保

存の法則をほぼ正し

い表現で説明するこ

とができる。 

流れの運動量の法

則および角運動量保

存の法則を全く説明

することができない。 

層流におけ

る管内の流

れ に つ い

て、流れの

状態を理解

し、数学的に

記述すること

ができる。 

層流における管内の

流れの状態を正しく

説明することができ

る上で数学的に記述

することができ、さら

に数学を駆使して追

究することができる。 

層流における管内の

流れの状態を正しく

説明することができ

る上で数学的に記述

することができる。 

層流における管内の

流れの状態を正しく

説明することができ

る。 

層流における管内の

流れの状態をほぼ正

しく説明することがで

きる。 

層流における管内の

流れの状態を全く説

明することができな

い。 

物体のまわり

の流れに対

して、流れの

状態と物体

の力学的な

関係を理解

することがで

きる。 

物体のまわりの流れ

を正しい表現で説明

することができる上

で、物体の力学的な

関係を追究すること

ができる。 

物体のまわりの流れ

を正しい表現で説明

することができる上

で、物体の力学的な

関係を理解すること

ができる。 

物体のまわりの流れ

を正しい表現で説明

することができる。 

物体のまわりの流れ

をほぼ正しい表現で

説明することができ

る。 

物体のまわりの流れ

を全く説明することが

できない。 

流体機械に

対して、エネ

ルギー授受

の関係を理

解し、種々の

流体機械の

特性を理解

することがで

きる。 

流体機械に対して、

エネルギー授受の関

係を正しく説明する

ことができる上で、

種々の流体機械の

特性を追究すること

ができる。 

流体機械に対して、

エネルギー授受の関

係を正しく説明する

ことができる上で、

種々の流体機械の

特性を理解すること

ができる。 

流体機械に対して、

エネルギー授受の関

係を正しく説明する

ことができる。 

流体機械に対して、

エネルギー授受の関

係をほぼ正しく説明

することができる。 

流体機械に対して、

エネルギー授受の関

係を全く説明すること

ができない。 

 

シラバス基本情報 
０ ナンバリングコード M-TEC303 

１ 
科目名 
英語科目名 

流体力学Ⅱ 
Fluid Dynamics Ⅱ 

２ 
必修/選択 単位 開講時期 
担当者 

（必修 2単位） ２年前期  
浅尾慎一 

３ 授業テーマ・内容 

流体力学Ⅰでは機械技術者として必要な流体力学の基礎を学んだ。本講義では、流体力学Ⅰ
に引き続き、機械技術者として必要な流体力学の基礎を学ぶ。まず、流体力学Ⅰの知識を整理
した上で流れを解析するのに必要な保存則について説明する。次に実際の現象に近い流れと
して非圧縮性粘性流れを挙げ、代表的な内部流と外部流について説明する。実際の様々な事
例について演習問題に取り組む。また、ポンプや水車といった流体機械についても説明する。
本講義を通じて、機械技術者として必要な流体力学の基礎知識を修得させる。 

４ 学習成果 

１．流れの運動量の法則および角運動量保存の法則について理解し、諸問題に適用すること
ができる。 

２．層流における管内の流れについて、流れの状態を理解し、数学的に記述することができる。 
３．物体のまわりの流れに対して、流れの状態と物体の力学的な関係を理解することができる。 
４．流体機械に対して、エネルギー授受の関係を理解し、種々の流体機械の特性を理解するこ
とができる。 



 

 

機

械 

 

 

ルーブリック 

学習成果 
評価尺度4 評価尺度３ 評価尺度２ 評価尺度１ 評価尺度0 

期待している以上 十分に満足できる 満足できる ほぼ満足できる 努力を要する 

流体粒子に

おける加速

度、流体の

粘性・圧縮性

を無視した

場合の運動

方程式、連

続の式につ

いて理解し、

各物理量を

計算すること

ができる。 

左記の項目につい

て、正しい表現で説

明することができる

上で、応用問題に対

しても各物理量を計

算することができる。 

左記の項目につい

て、正しい表現で説

明することができる

上で、基本問題に対

して各物理量を計算

することができる。 

左記の項目につい

て、正しい表現で説

明することができる。 

左記の項目につい

て、ほぼ正しい表現

で説明することがで

きる。 

左記の項目につい

て、全く説明すること

ができない。 

理想流体の

流れについ

て流れ場を

解き、流れ場

を記載するこ

とができる。 

左記の流れについ

て、正しく流れ場を

解くことができ、正し

く流れ場を記載する

ことができる上で、そ

の流れ場から物理現

象を追究することが

できる。 

左記の流れについ

て、正しく流れ場を

解くことができ、正し

く流れ場を記載する

ことができる。 

左記の流れについ

て、正しく流れ場を

解くことができる。 

左記の流れについ

て、ほぼ正しく流れ

場を解くことができ

る。 

左記の流れについ

て、全く流れ場を解く

ことができない。 

非圧縮性粘

性流体につ

いて、ナビ

エ・ストークス

方程式を用

いて流れ場

を計算し、理

解することが

できる。 

ナビエ・ストークス方

程式を用いて、正しく

流れ場を計算するこ

とができ、流れ場を

十分に説明すること

ができる上で、その

流れ場から物理現象

を追究することがで

きる。 

ナビエ・ストークス方

程式を用いて、正しく

流れ場を計算するこ

とができ、流れ場を

十分に説明すること

ができる。 

ナビエ・ストークス方

程式を用いて、正しく

流れ場を計算するこ

とができる。 

ナビエ・ストークス方

程式を用いて、ほぼ

正しく流れ場を計算

することができる。 

ナビエ・ストークス方

程式を用いることが

できず、全く流れ場

を計算することがで

きない。 

圧縮性流体

の流れにつ

いて、流れ

の特徴を理

解し、各物理

量を計算す

ることができ

る。 

圧縮性流体の流れ

について、流れの特

徴を正しい表現で説

明することができ、各

物理量を計算するこ

とができる上で、そ

の結果から物理現象

を追究することがで

きる。 

圧縮性流体の流れ

について、流れの特

徴を正しい表現で説

明することができ、各

物理量を計算するこ

とができる。 

圧縮性流体の流れ

について、流れの特

徴を正しい表現で説

明することができる。 

圧縮性流体の流れ

について、流れの特

徴をほぼ正しい表現

で説明することがで

きる。 

圧縮性流体の流れ

について、流れの特

徴を全く説明すること

ができない。 

 

シラバス基本情報 
０ ナンバリングコード M-TEC403 

１ 
科目名 
英語科目名 

流体力学Ⅲ 
Fluid Dynamics Ⅲ 

２ 
必修/選択 単位 開講時期 
担当者 

（選択 2単位） ２年後期  
浅尾慎一 

３ 授業テーマ・内容 

流体力学Ⅰ、流体力学Ⅱでは機械技術者として必要な流体力学の基礎を学んだ。本講義で
は、数学、物理学を土台として工学に発展する流体力学の基礎を学ぶ。まず、流れ現象を取り
上げ、その力学の理論的骨格の概要を説明する。次に理想流体の流れの理論とその応用、粘
性流体の流れの理論とその応用、圧縮性流れの理論について講義する。本講義を通じて、数
学、物理学を土台として工学に発展する流体力学の基礎知識を修得させる。 

４ 学習成果 

１．流体粒子における加速度、流体の粘性・圧縮性を無視した場合の運動方程式、連続の式に
ついて理解し、各物理量を計算することができる。 

２．理想流体の流れについて流れ場を解き、流れ場を記載することができる。 
３．非圧縮性粘性流体について、ナビエ・ストークス方程式を用いて流れ場を計算し、理解する
ことができる。 

４．圧縮性流体の流れについて、流れの特徴を理解し、各物理量を計算することができる。 



 

 

機

械 

 

 

ルーブリック 

学習成果 
評価尺度4 評価尺度３ 評価尺度２ 評価尺度１ 評価尺度0 

期待している以上 十分に満足できる 満足できる ほぼ満足できる 努力を要する 

閉鎖系エンジ

ンのサイクル

に関する基本

を理解し、熱量

や仕事量、熱

効率等を計算

できる。 

閉鎖系エンジンに関す

る応用問題に対しても、

熱量や仕事量、熱効率

等を正確に計算するこ

とができる。 

また、実際のエンジン

の技術的問題について

も十分に精通している。 

閉鎖系エンジンの熱効

率を導出する過程まで

十分に理解し、簡潔で

分かりやすく説明するこ

とができる。また、閉鎖

系エンジンに関する基

本的な問題に対して、

熱量や仕事量、熱効率

等を正確に計算するこ

とができる。 

閉鎖系エンジンのサイ

クル構成を十分に理解

し、正しく説明すること

ができる。また、熱量や

仕事量、熱効率等を何

も見ずに計算することが

できる。 

閉鎖系エンジンのサイ

クル構成をほぼ理解し

ている。また、熱量や仕

事量、熱効率等を計算

式や教科書等を見なが

らであれば計算すること

ができる。 

閉鎖系エンジンのサイ

クル構成が全く理解で

きておらず、必要な効

率計算ができない。 

開いた系に関

する基本を理

解し、熱量や

仕事量、状態

量変化を計算

できる。 

開いた系に関する基本

を完全に理解し、開い

た系の熱力学第一法則

に関する応用問題に対

しても、状態変化に伴う

熱量や仕事量、状態量

変化を正確に計算する

ことができる。 

開いた系の熱力学第一

法則に関する基本的な

問題に対して、状態変

化に伴う熱量や仕事

量、状態量変化を正確

に計算することができ

る。 

開いた系の熱力学第一

法則を十分に理解し、 

状態変化に伴う熱量や

仕事量、状態量変化を

何も見ずに計算すること

ができる。 

開いた系の熱力学第一

法則をある程度理解し、

教科書等を見ながらで

あれば状態変化に伴う

熱量や仕事量、状態量

変化を計算することが

できる。 

開いた系の熱力学第一

法則が理解できておら

ず、全く説明ができな

い。 

ブレイトンサイ

クルに関する

基本を理解し、

熱量や仕事

量、熱効率を

計算できる。 

ブレイトンサイクルに関

する応用問題に対して

も、熱量や仕事量、熱効

率を正確に計算するこ

とができる。 

また、ブレイトンサイク

ルの高効率化の方法を

十分に理解し、それを

簡潔で分かりやすく説

明することできる。 

ブレイトンサイクルの熱

効率を導出する過程ま

で十分に理解し、簡潔

で分かりやすく説明す

ることができる。 

また、ブレイトンサイク

ルに関する基本的な問

題に対して、熱量や仕

事量、熱効率を正確に

計算することができる。 

ブレイトンサイクルの構

成を十分に理解し、簡

潔で分かりやすく説明

することができる。また、

熱量や仕事量、熱効率

を何も見ずに計算する

ことができる。 

ブレイトンサイクルの構

成をほぼ理解し、説明

することができる。また、

熱量や仕事量、熱効率

を計算式や教科書等を

見ながらであれば計算

することができる。 

ブレイトンサイクルの構

成が全く理解できてお

らず、必要な効率計算

ができない。 

      

      

 

シラバス基本情報 
０ ナンバリングコード M-TEC304 

１ 
科目名 
英語科目名 

熱力学Ⅱ 
Thermodynamics Ⅱ 

２ 
必修/選択 単位 開講時期 
担当者 

（必修 2単位） ２年前期  
竹内誠一 

３ 授業テーマ・内容 

現在の社会と産業を維持するのに必要な膨大なエネルギーのほとんどは熱エネルギーであ
り、そこには内燃機関、動力プラント、空調システム等といった様々な熱エネルギー変換技術が
使われている。これらの技術を理解するうえで、熱力学は非常に重要な知識となる。 
本講義では、熱力学Ⅰで学んだ基礎知識をもとに、ガソリンエンジンやディーゼルエンジンな
どの内燃機関のサイクルや流れを伴うガスタービンのサイクルなど、実用的なエネルギー変換
技術の基礎知識を修得するとともに、熱力学に関する計算力とその応用力を養う。 

４ 学習成果 

熱力学Ⅰで得た基礎的事項の理解のもとに、実用的な内燃機関のサイクルや流れをともなう理
想気体などの具体的問題に対して、熱量や仕事量、熱効率などの諸量が計算できるようになる
ことが目標である。学習成果としては以下の通りである。 
１．閉鎖系エンジンのサイクルに関する基本を理解し、熱量や仕事量、熱効率等を計算できる。 
２．開いた系に関する基本を理解し、熱量や仕事量、状態量変化を計算できる。 
３．ブレイトンサイクルに関する基本を理解し、熱量や仕事量、熱効率を計算できる。 
 



 

 

機

械 

 

ルーブリック 

学習成果 
評価尺度4 評価尺度３ 評価尺度２ 評価尺度１ 評価尺度0 

期待している以上 十分に満足できる 満足できる ほぼ満足できる 努力を要する 

蒸気の性質を

理解し、蒸気

の状態量なら

びにランキン

サイクルの熱

効率を計算で

きる。 

ランキンサイクルに関す

る応用問題に対しても、

熱量や仕事量、熱効率

を正確に計算すること

ができる。 

また、ランキンサイクル

の高効率化の方法を十

分に理解し、簡潔で分

かりやすく説明すること

ができる。 

ランキンサイクルの構成

を正しく理解し、ランキ

ンサイクルに関する基

本的な問題に対して、

熱量や仕事量、熱効率

を正確に計算すること

ができる。 

湿り蒸気の乾き度、比体

積、比エンタルピー、比

エントロピーを正確に計

算できる。 

また、湿り蒸気の状態量

の求め方と蒸気表を利

用して、水の状態変化

における状態量変化を

正確に計算できる。 

水の等圧蒸発過程を例

に、飽和温度、潜熱、圧

縮水、飽和水、湿り蒸

気、飽和蒸気、過熱蒸

気について十分に正し

く説明することができ

る。 

また，湿り蒸気の乾き

度、比体積、比エンタル

ピー、比エントロピーを

十分に正しく計算がで

きる。 

水の等圧蒸発過程が理

解できておらず、説明

できない。 

熱伝導の基本

法則を理解し、

熱伝導による

伝熱量を計算

できる。 

平板、積層平板、円筒、

積層円筒、球殻の定常

熱伝導に関する応用問

題に対しても、伝熱量、

熱抵抗、温度分布を正

確に計算することができ

る。 

平板、積層平板、円筒、

積層円筒、球殻の定常

熱伝導に関する基本問

題に対して、伝熱量、熱

抵抗、温度分布を正確

に計算することができ

る。 

基本的な平板、積層平

板、円筒、積層円筒、球

殻の定常熱伝導につい

て、伝熱量、熱抵抗、温 

度分布を何も見ずに計

算することができる。 

フーリエの法則および

熱伝導率をほぼ理解し

ている。また、基本的な

平板、積層平板、円筒、

積層円筒の定常熱伝導

について、伝熱量、熱

抵抗、温度分布を計算

式や教科書等を見なが

らであれば計算すること

ができる。 

フーリエの法則および

熱伝導率が全く理解で

きておらず、伝熱量の

計算が全くできない。 

対流伝熱の基

本法則を理解

し、対流伝熱

による伝熱量

を計算できる。 

平板、積層平板、円筒、

積層円筒の熱通過に関

する応用問題に対して

も、伝熱量、熱通過率を

正確に計算することが

できる。 

また、強制対流伝熱に

関する応用問題に対し

ても、同様に各種無次

元量や平均熱伝達率を

正確に計算することが

できる。 

基本的な平板、積層平

板、円筒、積層円筒の

熱通過に関する基本問

題に対して、伝熱量、熱

通過率を正確に計算す

ることができる。 

また、強制対流伝熱に

関する基本問題に対し

ても、同様に各種無次

元量や平均熱伝達率を

正確に計算することが

できる。 

基本的な平板、積層平

板、円筒、積層円筒の

熱通過について、伝熱

量、熱通過率を何も見

ずに計算することがで

きる。 

また、強制対流伝熱に

ついて、各種無次元量

や平均熱伝達率を同じ

く何も見ずに計算するこ

とができる。 

基本的な平板、積層平

板、円筒、積層円筒の

熱通過について、伝熱

量、熱通過率を計算式

や教科書等を見ながら

であれば計算すること

ができる。 

さらに、強制対流伝熱に

ついて、各種無次元量

や平均熱伝達率を同じ

く計算式や教科書等を

見ながらであれば計算

することができる。 

ニュートンの冷却の法

則および熱伝達率が全

く理解できておらず、伝

熱量の計算が全くでき

ない。 

放射伝熱の基

本法則を理解

し、放射伝熱

による伝熱量

を計算できる。 

放射伝熱の基本法則は

もちろんのこと、固体表

面からの放射伝熱と気

体の放射伝熱の違いま

で理解し、それらを簡潔

で分かりやすく説明す

ることができる。 

放射伝熱の基本法則を

十分に理解しており、そ

れらを簡潔で分かりや

すく説明することができ

る。 

放射伝熱の基本法則を

理解しており、正しい表

現で説明することができ

る。 

また、黒体の全放射能

および実在物体の全放

射能を何も見ずに正確

に計算することができ

る。 

放射伝熱の基本法則を

ほぼ理解しており、それ

を説明することができ

る。 

また、黒体の全放射能

および実在物体の全放

射能を計算式や教科書

等を見ながらであれば

計算することができる。 

放射伝熱の基本法則が

全く理解できておらず、

説明が全くできない。 

 

 

シラバス基本情報 
０ ナンバリングコード M-TEC404 

１ 
科目名 
英語科目名 

熱力学Ⅲ 
Thermodynamics Ⅲ 

２ 
必修/選択 単位 開講時期 
担当者 

（選択 2単位） ２年後期  
竹内誠一 

３ 授業テーマ・内容 

熱力学は、様々な熱エネルギー変換技術を理解するうえで重要な知識である。しかし、熱力学
では熱の移動方向については第二法則で規定しているものの、熱移動がどの程度のはやさで
起こるかということについては言及していない。ところが、あらゆる工業上のプロセスは熱移動
現象を含んでおり、伝熱に関する知識は、機械技術者にとって必要不可欠であるといえる。 
本講義では、熱力学Ⅱで取り扱わなかった蒸気などの実在気体の状態変化とそれを応用した
蒸気原動所のサイクルを学ぶとともに、伝熱に関する基礎知識を修得する。 

４ 学習成果 

実在気体の状態変化や蒸気原動所のサイクルの問題に対して、熱量や仕事量、熱効率などの
諸量が計算できるとともに、伝熱に関する基礎知識を修得し、各種伝熱量を計算できるようにな
ることが目標である。学習成果としては以下の通りである。 
１．蒸気の性質を理解し、蒸気の状態量ならびにランキンサイクルの熱効率を計算できる。 
２．熱伝導の基本法則を理解し、熱伝導による伝熱量を計算できる。 
３. 対流伝熱の基本法則を理解し、対流伝熱による伝熱量を計算できる。 
４．放射伝熱の基本法則を理解し、放射伝熱による伝熱量を計算できる。 



 

 

機

械 

 

 

ルーブリック 

学習成果 
評価尺度4 評価尺度３ 評価尺度２ 評価尺度１ 評価尺度0 

期待している以上 十分に満足できる 満足できる ほぼ満足できる 努力を要する 

１．製品の生
産プロセスを
理解して応
用する。 

* 製品を観察して、その

生産プロセスを説明で

きる 

製品を観察して、必要

な製造法を全て挙げる

ことが出来る 

製品を観察して、必要

な製造法を 1 つでも挙

げることが出来る 

製品を観察しても必要

な製造法を挙げることが

出来ない 

２．鋳造加工
プロセスおよ
び塑性加工
プロセスおよ
びを理解し
て応用する。 

* 各加工法についての特

徴を説明でき、優位性、

代表的な製品を説明す

ることが出来る 

各加工法の名称を列挙

することができ、違いを

説明することが出来る 

鋳造、鍛造の加工法の

概略を説明することが

出来る 

鋳造と鍛造の区別が出

来ない。 

３．切削加工
プロセスおよ
びそのシス
テム化を理
解して応用
する。 

* 切削加工の手順が説明

でき、使用する加工機

の判別が出来る。 

加工機（旋盤、フライス）

の違いが説明でき、可

能な切削法について説

明できる。 

加工機（旋盤、フライス、

複合機）の違いが説明

できる 

加工機（旋盤、フライス）

の違いが説明できな

い。 

 * : 授業内容を超えた自主的な学習が認められる場合 

 

シラバス基本情報 
０ ナンバリングコード M-TEC４05 

１ 
科目名 
英語科目名 

機械製作法 
Mechanical Technology 

２ 
必修/選択 単位 開講時期 
担当者 

（選択 2単位） 2年後期  
孝治正和* 

３ 授業テーマ・内容 

機械製品の製造に関する基本技術について講義を行う。すなわち、各種の機械製品の製造を
行うために必要な加工技術の基本原理および特徴、機械生産技術とコンピュータ技術およびシ
ステム化技術との関係について学ぶ。本講義では、ものづくりの歴史及び自動車の生産プロセ
スの概要などについて学ぶとともに、機械生産における精度の重要性を理解する。さらに、具
体的なものづくりプロセスとして、鋳造、鍛造、圧延、切削加工それぞれの原理、および切削加
工のシステム化技術について学ぶ。 

４ 学習成果 

機械製作法の到達目標は以下とする。 
１．製品の生産プロセスを理解して応用する。 
２．鋳造加工プロセスおよび塑性加工プロセスおよびを理解して応用する。 
３．切削加工プロセスおよびそのシステム化を理解して応用する。 
「機械工学」「ものづくり」に携わる中堅技術者として基礎的な知識・技術を修得するための科目
である。 



 

 

機

械 

 

 

ルーブリック 

学習成果 
評価尺度4 評価尺度３ 評価尺度２ 評価尺度１ 評価尺度0 

期待している以上 十分に満足できる 満足できる ほぼ満足できる 努力を要する 

(1) メカニズ
ムに関する
基本的な計
算ができる。 

* 

機構に対する計算の
全体の流れの中で、
メカニズムに関する
基本的な計算が、確
実にできる。 

メカニズムに関する
基本的な計算が確実
にできる。 

メカニズムに関する
基本的な計算がある
程度できる。 

メカニズムに関する
基本的な計算ができ
ない。 

(2) 摩擦車・
歯車に関す
る基本的な
計算ができ
る。 

摩擦車・歯車に関す
る計算公式の導出の
経緯について説明が
できる。 

摩擦車・歯車に関す
る複雑な計算ができ
る。 

摩擦車・歯車に関す
る各種の用語や記号
の説明ができ、計算
ができる。 

摩擦車・歯車に関す
る基本的な用語や記
号の説明ができ、簡
単な計算ができる。 

摩擦車・歯車に関す
る基本的な計算がで
きない。 

(3) 巻掛け伝
動装置に関
する基本的
な計算がで
きる。 

巻掛け伝動装置に関
する計算公式の導出
の経緯について説明
ができる。 

巻掛け伝動装置に関
する複雑な計算がで
きる。 

巻掛け伝動装置に関
する各種の用語や記
号の説明が出来、計
算ができる。 

巻掛け伝動装置に関
する基本的な用語や
記号の説明ができ、
簡単な計算ができ
る。 

巻掛け伝動装置に関
する基本的な計算が
できない。 

(4) リンク機
構に関する
基本的な計
算ができる。 

リンク機構に関する
計算公式の導出の経
緯について説明がで
きる。 

リンク機構に関する
複雑な計算ができ
る。 

リンク機構に関する
各種の用語や記号
の説明ができ、計算
ができる。 

リンク機構に関する
基本的な用語や記号
の説明ができ、簡単
な計算ができる。 

リンク機構に関する
基本的な計算ができ
ない。 

＊：授業内容を超えた自主的な学修が認められる場合 

 

シラバス基本情報 
０ ナンバリングコード M-TEC305 

１ 
科目名 
英語科目名 

機構学 
Mechanism 

２ 
必修/選択 単位 開講時期 
担当者 

（選択 2単位） ２年前期  
牧田太郎 

３ 授業テーマ・内容 

「メカに強い」の「メカ」とは英語の Mechanism（メカニズム）の略称で、機構学において学ぶの

はこのメカニズムの基本的内容である。メカニズム、すなわち機構を知ることは、近年ブラックボ

ックス化されている機械の複雑なメカニズムの「扉」を開く第一歩となる。（教科書「はしがき」よ

り） 回転運動の基礎を学んだ後、摩擦伝動装置・歯車装置・巻掛け伝動装置・リンク装置・カム

装置について、運動の伝達の基礎事項について概説し、演習を行って知識の定着をはかる。 
 

４ 学習成果 

(1) メカニズムに関する基本的な計算ができる。 
(2) 摩擦車・歯車に関する基本的な計算ができる。 
(3) 巻掛け伝動装置に関する基本的な計算ができる。 
(4) リンク機構に関する基本的な計算ができる。 
本科目の内容は機械工学・ものづくり創造工学の基本原理を身に付けるために必須である。 
 



 

 

機

械 

 

 

ルーブリック 

学習成果 
評価尺度4 評価尺度３ 評価尺度２ 評価尺度１ 評価尺度0 

期待している以上 十分に満足できる 満足できる ほぼ満足できる 努力を要する 

1.機械と機械
部品につい
て、スケッチ
やポンチ絵
を用いて表
現できる。逆
もできる。 

* 機械と機械部品につ
いて、スケッチやポ
ンチ絵を用いてきれ
いに表現できる。 
逆もできる。 

機械と機械部品につ
いて、スケッチやポ
ンチ絵を用いてある
程度表現できる。 

簡単な機械部品につ
いて、スケッチやポ
ンチ絵を用いてある
程度表現できる。 

機械と機械部品につ
いて、スケッチやポ
ンチ絵を用いて表現
できない。 

2.機械設計
の基本的な
計算ができ
る。 

機械設計で用いる公
式について、三力学
をもとに説明できる。 

機械設計の複雑な計
算が確実にできる。 

機械設計の複雑な計
算がある程度でき
る。 

機械設計の基本的な
計算がある程度でき
る。 

機械設計の基本的な
計算ができない。 

3.規格から必
要な部品類
を選定するこ
とができる。 

自力で必要な規格を見

つけ出し、部品を選定

することができる。 

調べるべき規格の範囲

を与えられて、必要な規

格を見つけ出し、部品

を選定することができ

る。 

与えられた規格から
必要な部品類を選定
することができる。 

与えられた規格から
教員の指示に従って
必要な部品類を選定
することができる。 

規格から必要な部品
類を選定することが
できない。 

4.設計書を
書くことがで
きる。 

ひな形を与えられてい

ない状態で、設計書を

書くことができる。 

与えられたひな形を参

考にしつつ、独自に変

更を加えた形の設計書

を書くことができる。 

与えられたひな形をもと

に、変更を加えた形の

設計書を書くことができ

る。 

与えられたひな形にそ

って設計書を書くことが

できる。 

設計書を書くことができ

ない。 

＊：授業内容を超えた自主的な学修が認められる場合 

 

シラバス基本情報 
０ ナンバリングコード M-TEC406 

１ 
科目名 
英語科目名 

機械設計製図 
Machine Design and Drawing 

２ 
必修/選択 単位 開講時期 
担当者 

（必修 2単位） ２年後期  
牧田太郎、堀 靖仁 

３ 授業テーマ・内容 

機械製図法、機械設計及び各科目で習得した知識を活用し、汎用機械類の所定の機能を実現
するための各部の材料・寸法等を適切に吟味・決定し、ＪＩＳ機械製図規格に準拠して図面作成
を行う。設計テーマとしてラム式油圧ジャッキを扱う。 

４ 学習成果 

汎用機械の一つである油圧ジャッキを題材として、各自に与えられた最大持ち上げ荷重と揚程
をもとに設計計算を行い、ジャッキの組立図、部品図を完成させることにより、機械の設計製図
の全体像を理解する。 
1.機械と機械部品について、スケッチやポンチ絵を用いて表現できる。逆もできる。 
2.機械設計の基本的な計算ができる。 
3.規格から必要な部品類を選定することができる。 
4.設計書を書き、機械の設計製図の全体像について説明することができる。 



 

 

機

械 

 

 

ルーブリック 

学習成果 
評価尺度4 評価尺度３ 評価尺度２ 評価尺度１ 評価尺度0 

期待している以上 十分に満足できる 満足できる ほぼ満足できる 努力を要する 

1．2D CAD
の作図機能・
編集機能を
使って簡単
な図面を描
ける。 

未履修の作図機能・
編集機能を使って簡
単な図面を描ける。 

作図機能・編集機能
を使って簡単な図面
を描ける。 

評価尺度 1 に加え
て，編集機能を使っ
て簡単な図形が描け
る。 

作図機能を使って簡
単な図形が描ける。 

作図機能を使って簡
単な図形が描けな
い。 

2．3D CAD
を使って単
純な形状を
モデリングで
きる． 

ゼネバ機構を完成で
きる。 

ゼネバ機構のジョイ
ント配置とコンポーネ
ント作成ができる。 

ゼネバ機構のベース
版のモデルが作成
できる。アセンブリ拘
束ができる。 

ゼネバ機構の駆動車
と従動車のモデルが
作成できる。 

ゼネバ機構のモデ
ルができていない。 

3．2D CAD
を使って歯
車の図面を
描ける。 

評価尺度 3 に加え
て，表題欄，部品欄，
要目表が描ける。 

評価尺度 2 に加え
て，寸法線・寸法補
助線・寸法数字等が
描ける。 

評価尺度 1 に加え
て，外形線が描け
る。 

歯車図面の図面枠・
中心線が描ける。 

歯車図面に着手でき
ない。 

      

      

      

 

シラバス基本情報 
０ ナンバリングコード M-TEC306 

１ 
科目名 
英語科目名 

機械ＣＡＤ 
Mechanical Computer Aided Design 

２ 
必修/選択 単位 開講時期 
担当者 

（選択 2単位） ２年前期  
小池 稔 

３ 授業テーマ・内容 

ものづくりに必要なモデルを作成できるようになるために必要な科目である。 
（A）2次元CAD（以下は「2D CAD」と呼ぶ）の作図機能を修得する。 
（B）2D CADの編集機能を修得する。 
（C）3次元CAD（以下は「3D CAD」と呼ぶ）の基本操作を修得する。 
（D）限られた時間で 2D CADを使って歯車図面を描く。 

４ 学習成果 
1．2D CADの作図機能・編集機能を使って簡単な図面を描ける。 
2．3D CADを使って単純な形状をモデリングできる． 
3．2D CADを使って歯車の図面を描ける。 



 

 

機

械 

 

 

ルーブリック 

学習成果 
評価尺度4 評価尺度３ 評価尺度２ 評価尺度１ 評価尺度0 

期待している以上 十分に満足できる 満足できる ほぼ満足できる 努力を要する 

CAE ソフトから

得られた解析

結果に対し専

門知識を基に

正しく評価でき

る能力が身に

つく。 

応力集中、たわみ、伝

熱、流体の流れといっ

た物理現象について、

CAEソフトを使用して得

られた解析結果に対し

て、自ら持つ専門知識

に加え、数多くの文献を

調査して得られた知識

を基に十分に深い考察

を加えることができる。 

応力集中、たわみ、伝

熱、流体の流れといっ

た物理現象について、

CAEソフトを使用して得

られた解析結果に対し

て、自ら持つ専門知識

に加え、いくつかの文

献を調査して得られた

知識を基に深い考察を

加えることができる。 

応力集中、たわみ、伝

熱、流体の流れといっ

た物理現象について、

CAEソフトを使用して得

られた解析結果に対し

て、自ら持つ専門知識

を基に深い考察を加え

ることができる。 

応力集中、たわみ、伝

熱、流体の流れといっ

た物理現象について、

CAEソフトを使用して得

られた解析結果に対し

て、自ら持つ専門知識

を基に簡単な考察を加

えることができる。 

CAE ソフトを使用するこ

とができず、解析結果を

得ることができない。 

数値シミュレー

ションコードの

作成に通じる

プログラミング

手法の基礎が

身につく。 

独自の機能を追加した

プログラムを設計手順

に沿って作成できる。 

正しく動作するプログラ

ムを設計手順に沿って

作成できる。 

例題を基にすることで、

正しく動作するプログラ

ムを設計手順に沿って

作成できる。 

例題を基することで、動

作するプログラムを設計

手順に沿って作成でき

る。 

プログラムを設計手順

に沿って作成できな

い。 

数値シミュレー

ションに関する

基礎的な知識

を修得し、実際

の機械設計に

応用できる。 

作成した数値シミュレー

ションコードを改編し

て、実際の装置の解析

に転用することができ

る。また、一次元から二

次元への拡張方法を理

解し、シミュレーションコ

ードの二次元化への改

編を図ることができる。 

単一・複合平板の一次

元非定常熱伝導問題を

数値シミュレーションで

解く方法を理解し、教員

による解説や資料を基

に、シミュレーションコ

ードを作成して、それを

解析することができる。 

複合平板の一次元定常

熱伝導問題を数値シミ

ュレーションで解く方法

を理解し、教員による解

説や資料を基に、シミュ

レーションコードを作成

して、それを解析するこ

とができる。 

単一平板の一次元定常

熱伝導問題を数値シミ

ュレーションで解く方法

を理解し、教員による解

説や資料を基に、シミュ

レーションコードを作成

して、それを解析するこ

とができる。 

シミュレーションコード

を作成することができな

い。 

      

      

 

シラバス基本情報 
０ ナンバリングコード M-TEC407 

１ 
科目名 
英語科目名 

ＣＡE基礎 
Basic Computer Aided Engineering 

２ 
必修/選択 単位 開講時期 
担当者 

（選択 2単位） ２年後期  
竹内誠一 

３ 授業テーマ・内容 

CAEはComputer Aided Engineeringの略語であり、コンピュータ技術を用いて、工業製品の設
計や製造、生産工程等の設計支援を行うこと、またはツールそのものを指す。近年では、解析
できる現象も多岐に亘っており、また、高度な解析が非常に容易に行えるようになってきたこと
から、様々なものづくりの現場で CAEは活用されている。そのため，機械技術者としては CAE
を正しく活用できるようになるため、それらに関連する知識を身に付けておく必要がある。 
本講義では、数値シミュレーションに関する基礎的な知識を講義と演習を通じて修得する。 

４ 学習成果 

数値シミュレーションの基礎的な知識を身につけ，CAE を理解したうえで有効に使えるようにな
ることと、得られた解析結果を正しく評価できるようになることが目標である。学習成果としては
以下の通りである。 
１．CAEソフトから得られた解析結果に対し専門知識を基に正しく評価できる能力が身につく。 
２．数値シミュレーションコードの作成に通じるプログラミング手法の基礎が身につく。 
３．数値シミュレーションに関する基礎的な知識を修得し、実際の機械設計に応用できる。 
 



 

 

機

械 

 

 

ルーブリック 

学習成果 
評価尺度4 評価尺度３ 評価尺度２ 評価尺度１ 評価尺度0 

期待している以上 十分に満足できる 満足できる ほぼ満足できる 努力を要する 

1.実験内容に

関する知識を

体験・具体的

な実験結果の

分析を通じて

理解することが

できる。 

＊ 

実験に積極的に参加

し、発展的な内容につ

いても自発的に調べ、

実験結果や関連知識に

ついて他人に説明でき

る。 

実験に積極的に参加

し、実験結果や関連知

識について他人に説明

できる。 

実験に参加し、実験結

果や関連知識について

他人に説明できる。 

実験参加に消極的であ

り、実験結果について

他人に説明できない。 

2. データの取

得・整理・分析

をおこなうこと

で、実際の現

象についてデ

ータを基に説

明することがで

きる。 

＊ 

正しく実験データを取

得し、正確なデータ分

析をおこない、説得力

のある結論を導き出す

ことができる。 

正しく実験データを取

得し、データの分析を

おこない、何らかの結

論を示すことができる。 

正しく実験データを取

得し、データの分析を

おこなうことができる。 

正しく実験データを取

得できず、得られたデ

ータの分析も不十分で

ある。 

3. 報告書を通

じて、報告書

の作成方法や

表現方法を理

解し、他者に

伝える能力を

向上させること

ができる。 

＊ 

正確な文章表現で実験

でおこなったことと実験

結果から見出される説

得力のある考察を報告

書に記述することができ

る。 

正しい様式で誤りのな

い文章表現で実験でお

こなったことと実験結果

から見出される考察を

報告書に記述すること

ができる。 

正しい様式で誤りのな

い文章表現で実験でお

こなったことを報告書に

記述することができる。 

報告書の正しい様式で

他者に伝わる文章表現

をおこなうことができな

い。 

4. 他者と協

調・協働して計

画的に課題の

探求や解決を

する能力を養う

ことができる。 

＊ 

他者をリードし、グルー

プのメンバーの役割を

明確にして実験を進め

ることができる。 

自らの役割を果たし、グ

ループとして自発的に

実験を進めることができ

る。 

自らの役割を果たし、グ

ループとして実験を進

めることができる。 

他者と協力して実験を

進めることができない。 

      

      

＊：授業内容を超えた自主的な学修が認められる場合 

シラバス基本情報 
０ ナンバリングコード M-SYN301 

１ 
科目名 
英語科目名 

機械工学実験Ⅱ 
Experiments in Mechanical Engineering Ⅱ 

２ 
必修/選択 単位 開講時期 
担当者 

（必修 3単位） ２年前期  
機械工学科教員 

３ 授業テーマ・内容 

講義によって得られた機械工学の専門知識を机上だけのものに留めず、実験を通じて更に理
解を深めることが本実験の目的である。実験を通しての専門知識の理解が、応用に供しうる能
力の向上につながると考えられる。実験項目は機械工学の各分野の基礎的な内容について実
施するが、技術者としての基礎知識や基本技術は、各々の実験を真剣かつ積極的に行うことに
よってはじめて修得可能となる。また、計画、実行、データ処理、結果の考察など、実験につい
ての一連の内容を報告書としてまとめ、自己の見解を示すことが必要である。 

４ 学習成果 

1. 実験内容に関する知識を体験・具体的な実験結果の分析を通じて理解することができる。 
2. データの取得・整理・分析をおこなうことで、実際の現象についてデータを基に説明すること
ができる。 

3. 報告書を通じて、報告書の作成方法や表現方法を理解し、他者に伝える能力を向上させる
ことができる。 

4. 他者と協調・協働して計画的に課題の探求や解決をする能力を養うことができる。 



 

 

機

械 

 

 

ルーブリック 

学習成果 
評価尺度4 評価尺度３ 評価尺度２ 評価尺度１ 評価尺度0 

期待している以上 十分に満足できる 満足できる ほぼ満足できる 努力を要する 

物質の構造と

物性・機械特

性を理解でき

る。 

物質の構造と物性・機械

特性を深く理解でき、質

疑応答を含めた説明が

できる。 

物質の構造と物性・機械

特性を利用方法まで含

めて理解でき、十分な

説明ができる。 

物質の構造と物性・機械

特性の一般的な原理を

理解でき、説明ができ

る。 

物質の構造と物性・機械

特性の基本を理解で

き、簡単な説明ができ

る。 

物質の構造と物性・機械

特性を理解できない。 

鉄鋼材料・非

鉄金属材料の

種類・特性を理

解できる。 

鉄鋼材料・非鉄金属材

料の種類・特性を深く理

解でき、質疑応答を含

めた説明ができる。 

鉄鋼材料・非鉄金属材

料の種類・特性を利用

方法まで含めて理解で

き、十分な説明ができ

る。 

鉄鋼材料・非鉄金属材

料の種類・特性の一般

的な特徴を理解でき、

説明ができる。 

鉄鋼材料・非鉄金属材

料の種類・特性の基本

を理解でき、簡単な説

明ができる。 

鉄鋼材料・非鉄金属材

料の種類・特性を理解

できない。 

プラスチック材

料・セラミックス

材料・複合材

料の種類・特

性を理解でき

る。 

プラスチック材料・セラミ

ックス材料・複合材料の

種類・特性を深く理解で

き、質疑応答を含めた

説明ができる。 

プラスチック材料・セラミ

ックス材料・複合材料の

種類・特性を利用方法ま

で含めて理解でき、十

分な説明ができる。 

プラスチック材料・セラミ

ックス材料・複合材料の

種類・特性の一般的な

特徴を理解でき、説明

ができる。 

プラスチック材料・セラミ

ックス材料・複合材料の

種類・特性の基本を理

解でき、簡単な説明が

できる。 

プラスチック材料・セラミ

ックス材料・複合材料の

種類・特性を理解できな

い。 

      

      

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シラバス基本情報 
０ ナンバリングコード M-TEC307 

１ 
科目名 
英語科目名 

工業材料 
Engineering Materials 

２ 
必修/選択 単位 開講時期 
担当者 

（選択 2単位） ２年前期  
樋口善彦 

３ 授業テーマ・内容 

本講義では、材料のミクロ構造とその特徴、それに基づく実用材料(マクロ材料)の種類と性質に
ついて学び、ものづくりに役立つ工業材料の基礎を幅広く学習する。すなわち、はじめに材料
工学の基礎となる物質の構造とそれらの物性について学習し、その後に各種材料；金属材料
（鉄鋼材料、非鉄金属材料）、プラスチック材料、セラミックス材料、複合材料の種類や用途につ
いて解説する。なお、各種材料においては、できるだけ身近な物を取り上げ、日々の生活にそ
れぞれ重要な役割を果たしていることを説明する。  

４ 学習成果 

1. 物質の構造と物性・機械特性を理解でき、説明できる。 
2. 鉄鋼材料・非鉄金属材料の種類・特性を理解でき、説明できる。 
3. プラスチック材料・セラミックス材料・複合材料の種類・特性を理解でき、説明できる。 
 
  



 

 

機

械 

 

 

ルーブリック 

学習成果 
評価尺度4 評価尺度３ 評価尺度２ 評価尺度１ 評価尺度0 

期待している以上 十分に満足できる 満足できる ほぼ満足できる 努力を要する 

各種燃料の特

徴等が理解で

きるとともに、

成分分析法や

発熱量測定法

の知識が身に

つく． 

各種燃料の特徴や利

点・欠点といった燃料に

関する基本事項を理解

するだけに留まらず、

自ら積極的に調査して、

より専門的な知識を身

につけている。また、成

分分析法等にも精通し

ており、発熱量計算も正

確に行うことができる。 

各種燃料の特徴や利

点・欠点といった燃料に

関する基本事項を十分

に理解し、簡潔に分りや

すく説明することができ

る。また、発熱量測定法

も十分に理解し、高発

熱量から低発熱量を求

める計算は、正確に値

を求めることができる。 

各種燃料の特徴や利

点・欠点といった燃料に

関する基本事項を理解

し、それらを正しい表現

で説明することができ

る。また、発熱量測定法

も理解し、高発熱量から

低発熱量を求める計算

は、何も見ずに値を求

めることができる。 

各種燃料の特徴や利

点・欠点といった燃料に

関する基本事項をほぼ

理解し、それらを説明す

ることができる。また、発

熱量測定法もほぼ理解

し、高発熱量から低発

熱量を 求める計算は、

教科書等を見ながらで

あれば値を求めること

ができる。 

各種燃料の特徴や利

点・欠点といった燃料に

関する基本事項を全く

理解していない。 

燃焼計算の方

法を理解し、燃

焼管理に必要

な諸量の計算

ができる。 

燃焼計算のより複雑な

問題に対しても、燃焼管

理に必要な諸量（燃焼

反応、理論空気量と空

気比、火炎温度、燃焼

ガス量など）を正確に求

めることができる。 

燃焼計算の方法を十分

に理解し、燃焼計算の

基本問題に対して、燃

焼管理に必要な諸量

（燃焼反応、理論空気量

と空気比、火炎温度、燃

焼ガス量など）を正確に

求めることができる。 

燃焼計算の方法を理解

し、燃焼管理に必要な

諸量（燃焼反応、理論空

気量と空気比、火炎温

度、燃焼ガス量など）を

何も見ずに求めることが

できる。 

燃焼計算の方法をほぼ

理解し、 教科書等を見

ながらであれば燃焼管

理に必要な諸量（燃焼

反応、理論空気量と空

気比、火炎温度、燃焼

ガス量など）を求めるこ

とができる。 

燃焼計算の方法を全く

理解しておらず、必要

な計算が全くできない。 

各種燃焼の燃

焼形態と燃焼

過程を理解し、

燃焼装置の設

計に応用でき

る。 

各種燃焼の燃焼形態と

燃焼過程といった燃焼

現象に関する基本事項

を理解するだけに留ま

らず、自ら積極的に調

査して、より専門的な知

識を身につけている。 

また、実際の燃焼装置

を設計するに際して、そ

れらの知識をどう役立て

れば良いかを検討する

ことができる。 

各種燃焼の燃焼形態と

燃焼過程といった燃焼

現象に関する基本事項

を十分に理解し、それら

を簡潔で分りやすく説

明することができる。 

各種燃焼の燃焼形態と

燃焼過程といった燃焼

現象に関する基本事項

を理解し、それらを正し

い表現で説明すること

ができる。 

各種燃焼の燃焼形態と

燃焼過程といった燃焼

現象に関する基本事項

をほぼ理解し、それらを

説明することができる。 

各種燃焼の燃焼形態と

燃焼過程といった燃焼

現象に関する基本事項

を全く理解していない。 

燃焼による有

害物質の生成

機構とその抑

制方法に関す

る知識が身に

つく。 

燃焼による有害物質の

生成機構とその抑制方

法に関する基本事項を

理解するだけに留まら

ず、自ら積極的に調査

して、より専門的な知識

を身につけている。 

燃焼による有害物質の

生成機構とその抑制方

法基本事項を十分に理

解し、それらを簡潔で分

りやすく説明することが

できる。 

燃焼による有害物質の

生成機構とその抑制方

法に関する基本事項を

理解し、それらを正しい

表現で説明することが

できる。 

燃焼による有害物質の

生成機構とその抑制方

法に関する基本事項を

ほぼ理解し、それらを説

明することができる。 

燃焼による有害物質の

生成機構とその抑制方

法に関する基本事項を

全く理解していない。 

 

シラバス基本情報 
０ ナンバリングコード M-TEC308 

１ 
科目名 
英語科目名 

燃焼工学 
Combustion Engineering 

２ 
必修/選択 単位 開講時期 
担当者 

（選択 2単位） ２年前期  
竹内誠一、浅尾慎一 

３ 授業テーマ・内容 

現代社会において、熱エネルギーの供給の大部分は化石燃料の燃焼によってまかなわれて
おり、人類は「燃焼」という現象に大きく依存している。一方で、燃焼がもたらす地球環境汚染が
問題視されており、燃料資源の有効利用技術の革新や低汚染燃焼技術の開発といったものが
強く望まれている。これらの解決のためには、「燃焼」という現象をよく知らなければならない。 
本講義では、燃焼現象の物理的・化学的性質、各種燃料の燃焼形態と燃焼過程など、燃焼現
象の基礎知識を修得する。また、燃焼管理をするうえで必要不可欠な燃焼計算の基礎を学ぶ。 

４ 学習成果 

各種燃料の燃焼形態と燃焼過程といった燃焼現象に関する基礎知識を修得するとともに、燃焼
装置の適正な燃焼管理を行うために必要となる諸量を計算できる力を身につけることが目標で
ある。学習成果としては以下の通りである。 
１．各種燃料の特徴等が理解できるとともに、成分分析法や発熱量測定法の知識が身につく． 
２．燃焼計算の方法を理解し、燃焼管理に必要な諸量の計算ができる。 
３．各種燃焼の燃焼形態と燃焼過程を理解し、燃焼装置の設計に応用できる。 
４．燃焼による有害物質の生成機構とその抑制方法に関する知識が身につく。 



 

 

機

械 

 

 

ルーブリック 

学習成果 
評価尺度4 評価尺度３ 評価尺度２ 評価尺度１ 評価尺度0 

期待している以上 十分に満足できる 満足できる ほぼ満足できる 努力を要する 

Ｓ Ｉ基本単
位、機械工
学に関係深
い組立単位
と次元につ
いて理解で
きる。 

ＳＩ基本単位、機械
工学に関係深い組
立単位と次元につ
いて授業内容を全
て説明できる。 

ＳＩ基本単位、機械
工学に関係深い組
立単位と次元につ
いて授業内容を8
割以上説明でき
る。 

ＳＩ基本単位、機械
工学に関係深い組
立単位と次元につ
いて授業内容を6
割以上説明でき
る。 

ＳＩ基本単位、機械
工学に関係深い組
立単位と次元につ
いて授業内容を5
割以上説明でき
る。 

ＳＩ基本単位、機械
工学に関係深い組
立単位と次元につ
いて授業内容を5
割以上説明できな
い。 

長さ、力、
温度、その
他の測定の
方 法 、 原
理、特徴に
ついて理解
できる。 

長さ、力、温度、そ
の他の測定の方
法、原理、特徴に
ついて授業内容を
全て説明できる。 

長さ、力、温度、そ
の他の測定の方
法、原理、特徴に
ついて授業内容を
8割以上説明でき
る。 

長さ、力、温度、そ
の他の測定の方
法、原理、特徴に
ついて授業内容を
6割以上説明でき
る。 

長さ、力、温度、そ
の他の測定の方
法、原理、特徴に
ついて授業内容を
5割以上説明でき
る。 

長さ、力、温度、そ
の他の測定の方
法、原理、特徴に
ついて授業内容を
5割以上説明でき
ない。 

不確かさを
含む計測
データ取扱
い、基本的
な統計量の
計算ができ
る。 

授業内容の不確
かさを含む計測デ
ータ取扱いについ
て全て説明でき、
基本的な統計量の
計算が全てでき
る。 

授業内容の不確
かさを含む計測デ
ータ取扱いについ
て授業内容を8割
以上説明でき、基
本的な統計量の計
算が8割以上でき
る。 

授業内容の不確
かさを含む計測デ
ータ取扱いについ
て授業内容を6割
以上説明でき、基
本的な統計量の計
算が6割以上でき
る。 

授業内容の不確
かさを含む計測デ
ータ取扱いについ
て授業内容を5割
以上説明でき、基
本的な統計量の計
算が5割以上でき
る。 

授業内容の不確
かさを含む計測デ
ータ取扱いについ
て授業内容を5割
以上説明できな
い、または、基本
的な統計量の計算
が5割以上できな
い。 

      

      

      

 

シラバス基本情報 
０ ナンバリングコード M-TEC309 

１ 
科目名 
英語科目名 

機械計測 
Mechanical Measurement Technology 

２ 
必修/選択 単位 開講時期 
担当者 

（選択 2単位） ２年前期  
村田安繁* 

３ 授業テーマ・内容 

計測はあらゆる製品やサービスの品質を客観的に評価し管理する為に活用され
ている技術であり、その精度を確保する為の計測方法と計測データの取扱いをテ
ーマとする。 
具体的には 長さ、力、温度、その他の機械工学で重視される物理量を中心に、そ

の計測方法と原理・特徴、最新の計測機器に関すること、及び、計測データを統計的
に取扱うことを学び理解することを目標とする。 
この目標の為に、一部の講義内容について演習課題を課したり、WEB を視聴し

て内容を報告する小レポートの提出を求めたりする。 
尚、講義中の私語を厳禁とする（疑問点等は挙手して質問すること）。 

４ 学習成果 
ＳＩ基本単位、機械工学に関係深い組立単位と次元について理解できる。 
長さ、力、温度、その他の測定の方法、原理、特徴について理解できる。 
不確かさを含む計測データ取扱い、基本的な統計量の計算ができる。 



 

 

機

械 

 

 

ルーブリック 

学習成果 
評価尺度4 評価尺度３ 評価尺度２ 評価尺度１ 評価尺度0 

期待している以上 十分に満足できる 満足できる ほぼ満足できる 努力を要する 

１．ｼｰｹﾝｽ制
御とﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯ
ｸ制御の内容
を説明できる 

最新の自動機器に対し

て、どのような制御が適

用されているか想定し

て説明できる 

ｼｰｹﾝｽ制御とﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯ

ｸ制御の事例を用いて、

各々の特徴や違い等を

説明できる 

ｼｰｹﾝｽ制御やﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯ

ｸ制御の事例を用いて、

具体的な制御内容を説

明できる 

ｼｰｹﾝｽ制御やﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯ

ｸ制御の代表的な事例

を挙げることができる 

ｼｰｹﾝｽ制御やﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯ

ｸ制御の事例を挙げるこ

とができない 

２．変換表を
用いてラプラ
ス変換、逆変
換ができる 

ラプラス変換、逆変換を

用いて、微分方程式を

解くことができる 

変換公式表を用いて、

微分や積分が入った数

式のラプラス変換、逆変

換ができる 

複雑な関数のラプラス

変換、逆変換ができる 

簡単な関数のラプラス

変換、逆変換ができる 

簡単な関数のラプラス

変換、逆変換ができな

い 

３．対象物の
特性を、伝達
関数で表現
できる 

複数の要素で構成され

る対象物を、各伝達要

素を結合したブロック線

図で表現できる 

対象物が微分・積分な

どが入った物理式で表

される場合、その伝達

関数を求めることができ

る 

対象物が簡単な物理式

で表される場合、その

伝達関数を求めることが

できる 

伝達関数とは何かを説

明できる 

伝達関数とは何かを説

明できない 

４．複雑なブ
ロック線図を
簡単な形に
変換できる 

大規模なブロック線図

を、対象の挙動解析や

制御系設計等、目的に

適した形に変換できる 

大規模なブロック線図

を、基本結合則や交換・

移動・除去等を用いて

簡単な形に変換できる 

フィードバック結合で、

閉ループ伝達関数を求

めることができる 

小規模なブロック線図

を、基本結合則を用い

て簡単な形に変換でき

る 

ブロック線図の意味（信

号経路、伝達要素、加

え合せ点、引出し点）が

説明できない 

５．周波数伝
達関数のナ
イ キ ス ト 線
図、ボード線
図を描くこと
ができる 

結合システムに対し、周

波数伝達関数を近似線

を使ってボード線図に

描くことができる 

６つの基本要素に対し、

周波数伝達関数のナイ

キスト線図、ボード線図

を描くことができ、周波

数に対する特性を説明

できる 

ある周波数伝達関数が

与えられたとき、複数の

角周波数に対し絶対値

と偏角を求め、同心円

図とボード線図にプロッ

トできる 

ある角周波数に対する

周波数伝達関数（複素

数）が与えられたとき、

絶対値と偏角を求めるこ

とができる 

周波数伝達関数の意味

（絶対値、偏角、等）を説

明できない 

６．システム
の安定性を
評価できる 

実設備に対し、ボード線

図を作成し、ゲイン余裕

や位相余裕を評価して

適正値に改善すること

ができる 

位相遅れ補償、位相進

み補償などの効果を、

ボード線図で説明でき

る 

ナイキスト線図やボード

線図で与えられたシス

テムに対し、ゲイン余

裕、位相余裕について

説明できる 

ナイキスト線図やボード

線図で与えられたシス

テムに対し、安定、不安

定が判別できる 

ナイキスト線図やボード

線図で与えられたシス

テムに対し、安定、不安

定が判別できない 

 

 

シラバス基本情報 
０ ナンバリングコード M-TEC408 

１ 
科目名 
英語科目名 

自動制御 
Automatic Control 

２ 
必修/選択 単位 開講時期 
担当者 

（選択 2単位） ２年後期  
内藤雪夫* 

３ 授業テーマ・内容 

自動制御は、人間による判断・操作の替わりにプログラムなどにより対象物を自動的に動作さ
せる技術であり、機械や製造プロセスなど幅広い分野で利用されている。 
自動制御は、定められた順序に従って動作させる 『 シーケンス制御 』 と、制御したい量を

目標値と比較し両者を一致させる 『 フィードバック制御 』 に大きく分類される。 
本授業では、『フィードバック制御 』 の基礎となる古典制御理論を中心に、対象物や制御系

の表現方法、特性評価方法、安定性評価などの基本となる事項を学ぶ。 

４ 学習成果 

１． シーケンス制御とフィードバック制御の内容を説明できる。 
２． 変換表を用いてラプラス変換、逆変換ができる。 
３． 対象物の特性を、伝達関数で表現できる。 
４． 複雑なブロック線図を簡単な形に変換できる。 
５． 周波数伝達関数のナイキスト線図、ボード線図を描くことができる。 
６． システムの安定性を評価できる。 



 

 

機

械 

 

 

ルーブリック 

学習成果 
評価尺度4 評価尺度３ 評価尺度２ 評価尺度１ 評価尺度0 

期待している以上 十分に満足できる 満足できる ほぼ満足できる 努力を要する 

比例関係が成

立する電気に

関わる物理量

について説明

し、計算するこ

とできる。 

評価尺度 3 に加え、比

例関係が成立する電気

に関わる物理量につい

て、自分の専門分野と

の関係を説明すること

ができる。 

評価尺度 2 に加え、比

例関係が成立する式に

ついて説明し、計算す

ることができる。（V =RI, 

E =ρ J, I =GV, J =σE, 

Φ =LI, B =μH, D =εE, 

W=Fl=Pt, P=W/s=VI） 

評価尺度 1 に加え、電

気に関係する量記号・

単位記号について説明

することができる。 

(E H ρ σ B μ D ε J F ) 
(V/m A/m Ωm S/m 

Wb/m2 H/m C/m2 F/m 

A/m N) 

電気に関係する基本的

な量記号・単位記号に

ついて説明することが

できる。 

(V I R G Φ L Q C W P ) 

(V A Ω S Wb H C F J W) 

比例関係が成立する電

気に関わる物理量につ

いて理解が不十分であ

り、説明することができ

ない。 

 

 

電磁気に関係

する式につい

て説明し、計

算することがで

きる。 

評価尺度 3 に加え、合

成の式、素材の電気特

性と形状に関係する式

について、自分の専門

分野との関係を説明す

ることができる。 

評価尺度2に加え、クー

ロンの法則・マックスウ

ェルの方程式について

説明し、計算を行うこと

ができる。 

評価尺度1に加え、コン

デンサ及びインダクタ

の直列合成・並列合成

について説明し、計算

を行うことができる。 

抵抗の直列合成・並列

合成について説明し、

計算を行うことができ

る。 

合成の式、素材の電気

特性と形状に関係する

式について理解が不十

分であり、説明すること

ができない。 

RLC の素子に

ついて説明

し、計算するこ

とができる。 

評価尺度 3 に加え、

RLC の素子について、

自分の専門分野との関

係を説明することができ

る。 

評価尺度 2 に加え、電

気回路と磁気回路につ

いて説明し、計算するこ

とができる。 

評価尺度 1 に加え、電

気分極と磁気分極につ

いて説明し、計算するこ

とができる。 

RLCの素子の特徴につ

いて説明し、計算するこ

とができる。 

 

RLCの素子について理

解が不十分であり、説明

することができない。 

磁界、電磁誘

導、電磁力に

ついて説明

し、計算するこ

とができる 

評価尺度 3 に加え、磁

界、電磁誘導、電磁力

について、自分の専門

分野との関係を説明す

ることができる。 

評価尺度 2 に加え、電

磁力について説明し、

計算を行うことができ

る。 

評価尺度 1 に加え、電

磁誘導について説明

し、計算を行うことがで

きる。 

電流による磁界につい

て説明し、計算を行うこ

とができる。 

磁界、電磁誘導、電磁

力について理解が不十

分であり、説明すること

ができない。 

交流回路につ

いて説明し、

計算することが

できる 

評価尺度 3 に加え、交

流回路について、自分

の専門分野との関係を

説明することができる。 

評価尺度 2 に加え、三

相交流について説明

し、計算することができ

る。 

評価尺度 1 に加え、

RLC交流回路について

説明し、計算することが

できる。 

交流回路に関係する数

学について説明し、計

算することができる。 

 

交流回路について理解

が不十分であり、説明

することができない。 

      

 

シラバス基本情報 
０ ナンバリングコード M-BAS401 

１ 
科目名 
英語科目名 

電気工学概論 
Introduction to Electrical Engineering 

２ 
必修/選択 単位 開講時期 
担当者 

（選択 2単位） ２年後期  
二井見博文、小川英典 

３ 授業テーマ・内容 

電気とは、電荷の移動と電荷の相互作用に伴う物理現象の総称のことである。電荷の移動は、

回路理論、電荷の相互作用は電磁気学に関係する。電磁気学基礎では、電気に関係する単位

記号・量記号を整理し、物理量の関係について数式を用いて理解する。マクスウェルの方程式

及びローレンツ力の物理的な意味を理解し、それらを活用して他の関係式を導く方法について

学ぶ。また、回路理論の基礎的内容についても扱う。 

４ 学習成果 

・比例関係が成立する電気に関わる物理量について説明し、計算することできる。 
・電磁気に関係する式について説明し、計算することができる。 
・RLCの素子について説明し、計算することができる。 
・磁界、電磁誘導、電磁力について説明し、計算することができる。 
・交流回路について説明し、計算することができる。 



 

 

機

械 

 

 

ルーブリック 

学習成果 
評価尺度4 評価尺度３ 評価尺度２ 評価尺度１ 評価尺度0 

期待している以上 十分に満足できる 満足できる ほぼ満足できる 努力を要する 

情報システム

に関する技術

の基本的な概

念や仕組みが

説明できる。 

情報システムに関する

技術の概念や仕組み全

般について、例を挙げ

て正しく説明できる。 

情報システムに関する

技術の概念や仕組み全

般について、正しく説明

できる。 

情報システムに関する

技術の概念や仕組みに

ついて、基本的な事項

を正しく説明できる。 

情報システムに関する

技術の概念や仕組みに

ついて、基本的な事項

をほぼ正しく説明でき

る。 

情報システムに関する

技術の基本的な概念や

仕組みの理解が不十分

で説明できない。 

基礎的な情報

処理技術用語

が説明できる。 

基礎的な情報処理技術

用語全般について、例

を挙げて正しく説明でき

る。 

基礎的な情報処理技術

用語全般について、正

しく説明できる。 

基礎的な情報処理技術

用語が正しく説明でき

る。 

基礎的な情報処理技術

用語がほぼ正しく説明

できる。 

基礎的な情報処理技術

用語の理解が不十分で

説明できない。 

情報処理技術

を専門分野に

応用できる。 ＊ 

情報処理技術を専門分

野の実験等に正しく応

用できる。 

情報処理技術を専門分

野に応用できる例を挙

げて、正しく応用でき

る。 

情報処理技術を専門分

野に応用できる例を挙

げて、ほぼ正しく応用で

きる。 

情報処理技術を専門分

野に応用できる例を挙

げることができない。 

情報処理技術

を工学の諸問

題の解決に応

用できる。 

＊ 

情報処理技術を工学の

諸問題の解決に応用で

きる課題を見つけ出し、

積極的に活用すること

ができる。 

情報処理技術を工学の

諸問題の解決に応用で

きる例を挙げて、活用

することができる。 

情報処理技術を工学の

諸問題の解決に応用で

きる例を挙げて、活用を

始めることができる。 

情報処理技術を工学の

諸問題の解決に応用で

きる例を挙げることがで

きない。 

＊授業内容を超えた自主的な学修が認められる場合 

シラバス基本情報 
０ ナンバリングコード M-BAS402 

１ 
科目名 
英語科目名 

情報工学概論 
Introduction to Computer Science 

２ 
必修/選択 単位 開講時期 
担当者 

（選択 2単位） ２年後期  
金子豊久 

３ 授業テーマ・内容 

最近のコンピュータやネットワークのめざましい進歩により、情報化の波があらゆる産業へと浸
透しつつある。それに伴って、コンピュータサイエンス分野の専門家はもとより、他分野に属し
ながらもコンピュータやネットワークを利用するワークスタイルは日常的になっている。本講義
では、このような状況を踏まえ、情報処理技術が実際の専門技術にどう結びつくのかを探求し
ながら、幅広い情報処理技術のハードウェアならびにソフトウェア、数値計算法、オペレーティ
ングシステム、ネットワーク、セキュリティと情報モラル等の基礎知識を修得することを目的として
いる。 
 

４ 学習成果 

情報システムに関する技術の基本的な概念や仕組みが説明できる。 
基礎的な情報処理技術用語が説明できる。 
情報処理技術を専門分野に応用できる。 
情報処理技術を工学の諸問題の解決に応用できる。 
 



 

 

機

械 

 

 

ルーブリック 

学習成果 
評価尺度4 評価尺度３ 評価尺度２ 評価尺度１ 評価尺度0 

期待している以上 十分に満足できる 満足できる ほぼ満足できる 努力を要する 

幅広い知識と

豊かな教養に

基づく，技術者

としての倫理

観・責任感を身

につける。 

経験や学修から得られ

た幅広い知識と豊かな

教養に基づいて，自己

の倫理観や責任感を技

術者としての倫理的な

課 題に適用でき、細部

にわたって議論できる。 

経験や学修から得られ

た幅広い知識と豊かな

教養に基づいて，自己

の倫理観や責任感を技

術者としての倫理的な

課 題に適用することが

できる。 

経験や学修から得られ

た知識と教養に基づい

て，技術者としての倫理

的な課題や責任に向き

合うことができる。 

経験や学修から得られ

た知識と教養に基づい

て，技術者としての倫理

的な課題や責任を理解

し説明することができ

る。 

技術者としての倫理的

な課題や責任が理解で

きない、または説明する

ことができない。 

多角的・論理

的に分析・整

理することによ

り，論理的・批

判的な思考を

行う。 

収集した多様な情報や

知識について，仮説に

基づく課題を多角的・論

理的に分析・整理するこ

とにより論理的・批判的

な思考をするとともに，

課題に対する見解を示

すことができる。 

収集した多様な情報や

知識について，仮説に

基づく課題を多角的・論

理的に分析・整理するこ

とにより論理的・批判的

な思考をすることができ

る。 

収集した情報や知識に

ついて，仮説に基づく

課題に対し，論理的・批

判的な思考をすることが

できる。 

収集した情報や知識

を，論理的・批判的に考

察することの重要性を

説明することができる。 

収集した情報や知識を

論理的・批判的に考察

することができない。 

倫理的な視点

から問題を洞

察し、倫理的

概念を適用し

て議論すること

ができる。 

提示された問題が倫理

的に問題とみなされる

原因となる主要な要素

を指摘することができ、

かつそれらの要素間の

相互関係の把握ができ

る。 

提示された問題が倫理

的に問題とみなされる

原因となるいくつかの構

成要素を認識でき、そ

れらの要素間の相互関

係の把握ができる。 

過去の倫理的な問題の

事例について、倫理的

な問題点を指摘し、そ

れを構成する複数の要

素の相互関係をある程

度把握できる。 

過去の倫理的な問題の

事例について、倫理的

な問題点を指摘し、そ

れを構成する複数の要

素の相互関係を不完全

ながら把握できる。 

過去の倫理的な問題の

事例について、倫理的

な問題点を指摘すること

ができない。 

すべての産業

組織の中で必

要となる、生産

活動に関する

実践的な知識

を取得し、その

内容が理解で

きる。 

生産活動に必要となる

知識について、その内

容を理解でき、かつ、そ

れらが生産活動の中で

どのように役立っている

か、将来産業組織の中

で与えられる役割に応

じてどのように適用すべ

きか理解している。 

生産活動に必要となる

知識について、その内

容を理解でき、かつ、そ

れらが生産活動の中で

どのように役立っている

か、産業組織の中でど

のような役割を果たす

かを理解している。 

生産活動に必要となる

知識について、その内

容を理解でき、かつ、そ

れらが生産活動の中で

どのように役立っている

かを理解している。 

生産活動に必要となる

知識について、その内

容を理解している。 

 産業組織の中で行われ

る生産活動に関する知

識が理解できていな

い。 

      

      

 

シラバス基本情報 
０ ナンバリングコード M-SYN401 

１ 
科目名 
英語科目名 

産業組織と工学倫理 
Industrial Organization and Ethics 

２ 
必修/選択 単位 開講時期 
担当者 

（必修 2単位） ２年後期  
奥野利明* 

３ 授業テーマ・内容 

耐震強度偽装、自動車のリコールなど技術に関係する企業不祥事が多発している。また、技
術の進歩は私たちの生活を便利にする一方、環境問題など社会へのさまざまな負の側面も引
き起こしている。技術者は企業組織の中で専門的知識を基に様々な仕事をしており、これらの
問題に無関係な立場ではなく、技術の効用を技術者が判断を委ねられる場合もある。そのた
め、技術者は、一般の人々が受ける利害得失を考え、企業が遵守すべきコンプライアンスを考
慮しながら、社会的に適切な行動をとることが求められる。つまり、技術者としての工学倫理の
理解が必要となる。 
この科目では、産業組織の中での技術者活動について考える。基本的な考え方についての

履修とケーススタディによる考察を通じて、工学倫理的な考え方と、職場での安全意識や生産
管理、品質管理、機械保全、技術者に必要な原価意識など、実践的な内容の取得を目標とす
る。 

４ 学習成果 

産業組織の中で必要となる、技術者の保有すべき工学倫理の基盤的理論と実践的思考の方法
を取得することができる。また、生産活動に関係する安全衛生、生産管理、品質管理、原価管
理、設備保全、改善活動などについての実践的な知識が修得できる。 



 

 

機

械 

 

 

ルーブリック 

学習成果 
評価尺度4 評価尺度３ 評価尺度２ 評価尺度１ 評価尺度0 

期待している以上 十分に満足できる 満足できる ほぼ満足できる 努力を要する 

1. 主体的に研

究課題に対し

てアプローチ

し、科学的に

結論を見出す

ことができる。 

自発的に研究課題を調

査し、適切な論理展開

で新規性や進歩性のあ

る結論を見出すことが

できる。 

自発的に研究課題を調

査し、適切な論理展開

で結論づけることができ

る。 

指示された範囲におい

て研究課題を調査し、

適切な論理展開で結論

づけることができる。 

指示された範囲におい

て研究課題の調査を正

しく実行できる。 

指示された範囲におけ

る研究課題の調査が不

十分である。 

2. 他者に適切

な表現で説得

力のあるプレ

ゼンテーション

をおこなうこと

ができる。 

＊ 

研究課題について、他

者が理解できる、かつ

関心をもつ適切な順序

で説明することができ

る。また、聴衆の質問に

的確に答えることができ

る。 

研究課題について、他

者が理解できる、かつ

関心をもつ適切な順序

で説明することができ

る。 

研究課題について、他

者が理解できる適切な

順序で説明することが

できる。 

研究課題について、適

切な順序で他者に説明

することができない。 

3. 他者が理解

できる表現で

研究課題の価

値や結論をレ

ポートに記述

することができ

る。 

＊ 

自らの実験や思考によ

って得られた結果だけ

でなく、先行研究などを

参照し、多面的な評価

で検討した結論をレポ

ートに記述することがで

きる。 

研究課題について、適

切な方法で分析し、得ら

れた結論をレポートに

正しく記述することがで

きる。 

研究課題について、様

式など適切な表現で工

学系レポートを作成す

ることができる。 

研究課題について、適

切な表現で工学系レポ

ートを作成することがで

きない。 

4. 他者と協

調・協働して計

画的に課題の

探求や解決す

ることができ

る。 

＊ 

グループの活動をリー

ドし、積極的に自身の役

割を果たして研究課題

の取り組みの進行を促

すことができる。 

自身の役割を果たし、

グループによる研究課

題の取り組みに大きく寄

与することができる。 

自身の役割を果たし、

グループによる研究課

題の取り組みに寄与す

ることができる。 

自身の役割を果たさ

ず、グループによる研

究課題の取り組みに寄

与することができない。 

      

      

＊授業内容を超えた自主的な学修が認められる場合 

個人で研究課題に取り組んだ場合、4.は省略する。 

 

シラバス基本情報 
０ ナンバリングコード M-SYN302 

１ 
科目名 
英語科目名 

卒業研修 
Graduation Research 

２ 
必修/選択 単位 開講時期 
担当者 

（必修 4単位） ２年前後期  
機械工学科教員 

３ 授業テーマ・内容 

本科目は、これまでの授業によって修得した知識を基に、直面する問題を総合的にとらえ、自
ら追及・解明していく能力を高めることをねらいとする。１年間にわたり行った研究の成果は、最
終的にレポートとしてまとめると共にこれを発表し、発表能力の向上を図る。多くの場合、グル
ープで研究する場合が多く、他者と協調・協働して計画的に課題の探求や解決をする能力の
向上を期待する。研究課題は、担当教員によって異なる。参考のため、下の授業計画に昨年度
のテーマを示す。 

４ 学習成果 

1. 主体的に研究課題に対してアプローチし、科学的に結論を見出すことができる。 
2. 他者に適切な表現で説得力のあるプレゼンテーションをおこなうことができる。 
3. 他者が理解できる表現で研究課題の価値や結論をレポートに記述することができる。 
4. 他者と協調・協働して計画的に課題の探求や解決することができる。 



 

 

機

械 

 

 

ルーブリック 

学習成果 
評価尺度4 評価尺度３ 評価尺度２ 評価尺度１ 評価尺度0 

期待している以上 十分に満足できる 満足できる ほぼ満足できる 努力を要する 

溶融金属の高

温精錬反応を

理解し、反応

条件を熱力学

的に提示でき

る。 

溶融金属の複雑な高温

精錬反応を深く理解で

き、適切な反応条件を

熱力学的に提示でき

る。 

溶融金属の一般的な高

温精錬反応を十分に理

解でき、適切な反応条

件を熱力学的に提示で

きる。 

溶融金属の基本的な高

温精錬反応を原理まで

理解でき、適切な反応

条件を熱力学的に提示

できる。 

溶融金属の基本的な高

温精錬反応を理解で

き、反応条件を熱力学

的に提示できる。 

溶融金属の基本的な高

温精錬反応を理解でき

ず、反応条件を熱力学

的に提示できない。 

固体金属の酸

化反応等を理

解し、反応条

件を熱力学的

に提示できる。 

固体金属の複雑な酸化

反応等を深く理解でき、

熱力学的に適切な反応

条件を提示できる。 

固体金属の一般的な酸

化反応等を十分に理解

でき、熱力学的に適切

な反応条件を提示でき

る。 

固体金属の基本的な酸

化反応等を原理まで理

解でき、熱力学的に適

切な反応条件を提示で

きる。 

固体金属の基本的な酸

化反応等を理解でき、

反応条件を熱力学的に

提示できる。 

固体金属の基本的な酸

化反応等を理解でき

ず、反応条件を熱力学

的に提示できない。 

金属の電気化

学反応等を理

解し、反応条

件を熱力学的

に提示できる。 

金属の複雑な電気化学

反応等を深く理解でき、

熱力学的に適切な反応

条件を提示できる。 

金属の一般的な電気化

学反応等を十分に理解

でき、熱力学的に適切

な反応条件を提示でき

る。 

金属の基本的な電気化

学反応等を原理まで理

解でき、適切な反応条

件を熱力学的に提示で

きる。 

金属の基本的な電気化

学反応等を理解でき、

反応条件を熱力学的に

提示できる。 

金属の基本的な電気化

学反応等を理解でき

ず、反応条件を熱力学

的に提示できない。 

      

      

      

 

シラバス基本情報 
０ ナンバリングコード M-MET301 

１ 
科目名 
英語科目名 

金属物理化学 
Physical Chemistry of Metals 

２ 
必修/選択 単位 開講時期 
担当者 

（選択 2単位） ２年前期  
樋口善彦 

３ 授業テーマ・内容 

材料物理化学における材料の基礎的事項を学習した後、1 年後期の化学熱力学で学んだ熱
力学を更に詳しく学習し、材料を対象とした物理化学的現象をより具体的な形で応用（解析）で
きるようにする。  
本科目は金属工学特設科目である。 

４ 学習成果 

1. 溶融金属の高温精錬反応を理解し、反応条件を熱力学的に提示できる。 
2. 固体金属の酸化反応等を理解し、反応条件を熱力学的に提示できる。 
3. 金属の電気化学反応等を理解し、反応条件を熱力学的に提示できる。 



 

 

機

械 

 

 

ルーブリック 

学習成果 
評価尺度4 評価尺度３ 評価尺度２ 評価尺度１ 評価尺度0 

期待している以上 十分に満足できる 満足できる ほぼ満足できる 努力を要する 

原料処理から

溶銑・溶鋼の

製錬までのプ

ロセスを理解

し、説明でき

る。 

コークス・焼結鉱の製造

方法、高炉・転炉法のプ

ロセスを深く理解し、最

近の技術動向を含めて

解説ができる。 

コークス・焼結鉱の製造

方法、高炉・転炉法のプ

ロセスを十分に理解し、

質疑応答を含めた説明

ができる。 

コークス・焼結鉱の製造

方法、高炉・転炉法のプ

ロセスを原理まで理解

し、適切な説明ができ

る。 

コークス・焼結鉱の製造

方法、高炉・転炉法のプ

ロセスの基本を理解で

き、簡単な説明ができ

る。 

コークス・焼結鉱の製造

方法、高炉・転炉法のプ

ロセスの基本を理解で

きない。 

電気炉法・新

製鉄法のプロ

セスを理解し、

説明できる 

電気炉法・新製鉄法の

プロセスを深く理解し、

最近の技術動向を含め

て解説ができる。 

電気炉法・新製鉄法の

プロセスを十分に理解

し、質疑応答を含めた

説明ができる。 

電気炉法・新製鉄法の

プロセスを原理まで理

解し、適切な説明ができ

る。 

電気炉法・新製鉄法の

プロセスの基本を理解

でき、簡単な説明がで

きる。 

電気炉法・新製鉄法の

プロセスの基本を理解

できない。 

溶鋼の連続鋳

造法のプロセ

スを理解し、説

明できる。 

溶鋼の連続鋳造法のプ

ロセスを深く理解し、最

近の技術動向を含めて

解説ができる。 

溶鋼の連続鋳造法のプ

ロセスを十分に理解し、

質疑応答を含めた説明

ができる。 

溶鋼の連続鋳造法のプ

ロセスを原理まで理解

し、適切な説明ができ

る。 

溶鋼の連続鋳造法のプ

ロセスの基本を理解で

き、簡単な説明ができ

る。 

溶鋼の連続鋳造法のプ

ロセスの基本を理解で

きない。 

特殊精錬法の

プロセスを理

解し、説明でき

る。 

特殊精錬法のプロセス

を深く理解し、最近の技

術動向を含めて解説が

できる。 

特殊精錬法のプロセス

を十分に理解し、質疑

応答を含めた説明がで

きる。 

特殊精錬法のプロセス

を原理まで理解し、適切

な説明ができる。 

特殊精錬法のプロセス

の基本を理解でき、簡

単な説明ができる。 

特殊精錬法のプロセス

の基本を理解できな

い。 

      

      

 

シラバス基本情報 
０ ナンバリングコード M-MET401 

１ 
科目名 
英語科目名 

鉄鋼製錬学 
Ferrous Process Metallurgy 

２ 
必修/選択 単位 開講時期 
担当者 

（選択 2単位） ２年後期  
樋口善彦 

３ 授業テーマ・内容 

鉄鋼製錬の対象となる製銑および製鋼プロセスへの理解を深めるため、原料処理（焼結鉱およ
びコークス製造処理）から高炉内反応による溶銑製造、また溶銑予備処理から転炉、二次精錬
ならびに連続鋳造による鋼母材製造までを具体的な事例に基づき詳細に解説する。また、各
種鋼材に求められる特性を実現するための製鋼工程での取り組み内容についても解説する。
さらに、チタン製造などで用いられる特殊精錬についても解説する。 
本科目は金属工学特設科目である。 

４ 学習成果 

1. 原料処理から溶銑・溶鋼の製錬までのプロセスを理解し、説明できる。 
2. 電気炉法・新製鉄法のプロセスを理解し、説明できる。 
3. 溶鋼の連続鋳造法のプロセスを理解し、説明できる。 
4. 特殊精錬法のプロセスを理解し、説明できる。 



 

 

機

械 

 

ルーブリック 

学習成果 
評価尺度4 評価尺度３ 評価尺度２ 評価尺度１ 評価尺度0 

期待している以上 十分に満足できる 満足できる ほぼ満足できる 努力を要する 

1．引張強度
について説
明できる。 
 

 引張強度について明
確に説明でき、組織
との関連も説明でき
る。 

引張強度について明
確に説明できる。 

引張強度について大
まかに説明できる。 

引張強度とは何か説
明できない。 

2．疲労強度
について説
明できる。 
 

 疲労強度および疲労
き裂について明確に
説明できる。 

疲労強度について明
確に説明できる。 

疲労強度について大
まかに説明できる。 

疲労強度とは何か説
明できない。 

3．高温強度
について説
明できる。 
 

 クリープ強度および
高温疲労について明
確に説明できる。 

クリープ強度につい
て明確に説明でき
る。 

クリープ強度につい
て大まかに説明でき
る。 

高温強度とは何か説
明できない。 

4．環境強度
について説
明できる。 

 環境強度として応力
腐食割れおよび腐食
疲労について明確に
説明できる。 

環境強度の内、応力
腐食割れについて
明確に説明できる。 

環境強度の内、応力
腐食割れについて
大まかに説明でき
る。 

環境強度とは何か説
明できない。 

      

      

 

 

シラバス基本情報 
０ ナンバリングコード M-MET302 

１ 
科目名 
英語科目名 

金属強度学 
Strength and Fracture of Metals 

２ 
必修/選択 単位 開講時期 
担当者 

（選択 2単位） ２年前期  
久次米利彦 

３ 授業テーマ・内容 

金属材料の強度を中心とした力学的性質を理解するために、金属材料の結晶構造などの基礎
知識を理解した上で、塑性変形、硬化（強化）などの現象を学ぶ。また、様々な強度についての
理解を深めることを目標とする。 
本科目は金属工学特設科目である。 

４ 学習成果 

1．引張強度について説明できる。 
2．疲労強度について説明できる。 
3．高温強度について説明できる。 
4．環境強度について説明できる。 



 

 

機

械 

 

 

ルーブリック 

学習成果 
評価尺度4 評価尺度３ 評価尺度２ 評価尺度１ 評価尺度0 

期待している以上 十分に満足できる 満足できる ほぼ満足できる 努力を要する 

1．塑性加工
の目的，メリ
ットが説明で
きる。 
 

 塑性加工の目的，メリ
ットが明確に説明で
き、他の加工法との
違いなどについても
説明できる。 

塑性加工の目的，メリ
ットが明確に説明で
きる。 

塑性加工の目的，メリ
ットが大まかに説明
できる。 

塑性加工の目的，メリ
ットが説明できない。 

2．素材およ
び材料の加
工方法が説
明できる。 
 

 素材および材料の加
工方法が明確に説明
でき、その違いなど
についても説明でき
る。 

素材および材料の加
工方法が明確に説明
できる。 

素材および材料の加
工方法が大まかに説
明できる。 

素材および材料の加
工方法が説明できな
い。 

3．塑性加工
のメカニズム
が説明でき
る。 

 塑性加工のメカニズ
ムが明確に説明で
き、材料組織との関
連も説明できる。 

塑性加工のメカニズ
ムが明確に説明でき
る。 

塑性加工のメカニズ
ムが大まかに説明で
きる。 

塑性加工のメカニズ
ムが説明できない。 

4．摩擦と摩
耗、トライボ
ロジーが説
明できる。 

 摩擦と摩耗、トライボ
ロジーが明確に説明
でき、これらの関係
についても説明でき
る。 

摩擦と摩耗、トライボ
ロジーが明確に説明
できる。 

摩擦と摩耗、トライボ
ロジーが大まかに説
明できる。 

摩擦と摩耗、トライボ
ロジーが何か説明で
きない。 

      

      

 

 

シラバス基本情報 
０ ナンバリングコード M-MET402 

１ 
科目名 
英語科目名 

金属加工学 
Metal Working 

２ 
必修/選択 単位 開講時期 
担当者 

（選択 2単位） ２年後期  
久次米利彦 

３ 授業テーマ・内容 

金属は外力を加えることによって変形させることができる。この性質を利用した塑性加工によっ
て、多くの金属製品が製造されている。本講義では、塑性加工のはたらきについて解説する。
次に各種の塑性加工法を解説する。また材料の性質とその利用法について解説する。 
本科目は金属工学特設科目である。 

４ 学習成果 

塑性加工に関する知識を身につけ、塑性加工法について学習すること、また加工と組織との関
係について学習することを目標とする。 
1．塑性加工の目的，メリットが説明できる。 
2．素材および材料の加工方法が説明できる。 
3．塑性加工のメカニズムが説明できる。 
4．摩擦と摩耗、トライボロジーが説明できる。 


